
高校

統合能力型高度技術者養成プロジェクト

　ー自発リーダー(学大将)を生む環境作リー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高校生の皆さんへ

　山梨大学工学部では､学大将プロジェクトとして理数分野に優れた学生の能力と意欲をさらに伸ばす

ために学びの場で自発的なリーダー(学大将)が生まれる環境づく引こ取り組んでいます。

　理数系に興味を持つ皆さん､ぜひ山梨大学で学大将プロジェクトに参加･挑戦していただき､自分の可

能性を伸ばす機会にしてもらいたいと思います。

学大将プロジェクトの４本柱

●クリーンエネルギー特別教育プログラム(5名)

●ワイン科学特別教育プログラム(5名)

●地域産業リーダー養成特別枠(７名)

1年次からの研究センターゼミ参加､特別インターンシッ

プ､企業経営層との交流､専門英語の特別教育､海外研

修制度等､特別教育を実施

全学生を対象として学びの段階に応じた職業

意識を育てます｡低学年から実践的学習により

学習意欲を喚起し､職業意識の向上と創造的人

材の養成のために産官学が共同で学生の段階

に応じたインターンシッププログラムを実践し

ます。

高等専門学校

｢キャリア形成実習４｣

｢キャリア形成実習3｣

｢キャリア形成実習2｣

｢キャリア形成実習１｣

｢自発的教養科目｣

授業科目名

●キャリアハウス(1年次からの高度研究体験)

　１２の先端研究ハウス

●ベンチャーハウス(1年次からの起業体験)

　｢空き店舗リノベーションオフィス｣

　｢放送局を作ろう｣

工学部学生が学科･学年の壁を越えて気軽に

集まり学習交流を推進する場｡フィロスはグル

ープ学習室として学生に開放されていますが、

放課後の時間帯には数学および物理を専門と

する教職員が毎日常駐してグループ学習や個

人学習を支援しています。

キャリアハウス･プロジェクトの全体図

･r｡？｡
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未来の科学者･

技術者必見!!
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3.産官学連携インターンシップやまなしモデル

類
型

短期体験型
(ワンデイ) 就業体験型 課題応募型 課題挑戦型 共同研究型

対
象

学部1･2年生 学部2･3年生 大学院修士生

期
間

1～2日間 1～2週間 ２週間以上
2週間以上
(3月以上)

内
容

簡単な仕事を体験し、
３年次のインターン

シップ先の選定や、

専門課程の選考に

役立てる。

簡単な研修プログ

ラムに従い､仕事を
体験する。(従来型

のインターンシップ)

事前に企業から提

示された簡単な課

題に対し､研修を通

し､解決方法を提案

する｡(新タイプ)

事前に企業から示

された課題に対し、

専攻を活かして､そ

の解決に挑戦する。

(新タイプ)

専攻を活かし､大学
の研究室との共同
研究のような形で
行う｡(従来型)

４．共創学習支援室(フィロス)

　　●工学部学生が､学科の壁を越えて気軽に集まり学習交流をする場

　　　４共創学習を進める中で､自発的リーダー(学大将)が育つ機会

　　　４数学と物理のサポート教員が常駐(学期中毎日１５時～２０時)

みんなで

勉強したり、
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･･学大将プロジェクトとは?･..

　，－－・-･･-‥－..‥.._....＿‥　●　今日のような知的基盤社会においては、

幅広い知識を統合して革新的な技術やア

イデアから社会的に意義のある新たな価値

を作り出し､社会に大きな変革をもたらす

自発的な能力を持つ人材が待望されてい

ます。

　　学大将プロジェクトでは将来にわたって

　人類を支える科学技術系人材(統合能力型

　高度技術者)を育成するため､理数分野に関

　して強い学習意欲を持つ者を見出し､伸ば

　し､送り出すことを目的としています。

　　なお､この取り組みは文部科学省の委託

　事業｢理数学生応援プロジェクト(右図参照)｣

　に選ばれています。
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言づ
自分を伸ばし､磨こうとする学生を応援します。

科学技術関係人材育成のための

　　　理数教育強化繊策

発達錯階に応じ､切れ目なく

才能を伸ぱすことかできる　

レ

体系的な人材育威の推

弘

恵
　　　　応畏ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

　将来をリードする

国際的な人材の育成

●観察一実態を活用した

●
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●

　●

　●
●

体験型学習の強化

　才能を見出し伸ばす

高大接続･学部教育の強化

才能を十分に発揮し、

1琢磨する機会や噫の充実
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サイエンス･バートナーシッブ･プロジェクト

理科支練貫配置事業

～理科教育のインフラをしっかりサポート!!～
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